
















フランス第 2の都市リヨンでは, 毎年 12月 8
日前後の 4日間, ｢光の祭典｣ が開催される｡ こ




面する ｢テロー広場｣ では毎年, 映像の投影と音
楽を駆使した壮大なショーが繰り広げられる｡
現在はリヨンの冬の一大観光イベントである同


















遂げはじめるにあたっては, まず, 1989年, ミッ
シェル・ノワール市長政権時代に, 200以上の建
183










ン市は ｢灰色の町｣ と表現されたように, 地方工
業都市として, 鑑賞や観光に値する町とは見られ






年より, レーモン・バール市長 (在任 1995年～
2001年) 政権時代に, リヨン光のフェスティバ
ル Festival Lyon Lumiereとして, 12月 8日前
後 4日間の観光行事として再編される｡ ジェラー













は約 190万ユーロ (2012年 12月現在約 2億円),
昨年よりも若干少ない額となっている｡ このほか,
リヨン市は 70 万ユーロ (2012 年 12 月現在約
7,500万円) の ｢パートナー予算｣ を見込んでい
る｡ これは私企業が ｢パートナー｣ として資金参
加をするものである｡ 光の祭典における私企業の
提携は 2002年より始まり, EDF (仏電力会社)
及びMat’ Electrique (電気分野の常設展示サロ
ン, グローバル企業 Soneparの子会社) が創設
メンバーとして出資し, 今日に至る｡ 2012年に























































の同行, などである｡ これは, 例えば初めての海
外旅行者が多いのであれば, おにぎりの一つでも
食べたくなるだろう…というアイディアを伝えて



































て ｢光｣ 産業クラスター Cluster Lumiereが設
立された｡ また, 2002年には LUCI (Lighting












シアティブの下, PHILIPS 社 , du Comptoir
Lyonnais d’Electricite (電気機器販売の世界ナ
ンバー 1グループ SONEPARの子会社), 国家公























する｡ この理由は, ｢光の祭典｣ においては全て
の ｢光｣ 産業クラスターがかかわる成り立ちとなっ











2.2.2 リヨン地域の ｢光｣ 産業(10)






仏全体の 12.2％を占め, 売上げの 8割は Philips,

































ている(13) 建築基準 RT 2012 (年間エネルギー消










































一つである｡ また, リヨン都市圏共同体ほか, 観




発公社では ｢環境｣ ｢生命科学｣ ｢第三セクター｣
三つの柱を中心に誘致活動を行っている｡ ｢照明｣
産業は ｢エコ建築｣ と共に ｢環境｣ 部門の一部と
して, 専任の投資誘致活動員が活動している｡
リヨン市は 2001年より, 光景観創造国際 ネッ















これに加え, 毎年 1回, リヨンの光の祭典開催





















既に 30作品以上が, シンガポールの ｢ナイト・































｢突き合わせ｣ 等と呼ばれる, 行燈の ｢喧嘩｣ が
行われるのが特徴である｡ それには, 行燈同士を
正面からぶつけ合う地域 (出町, 庄川, 津沢) と,
横に並べて壊し合う地域 (福野) がある｡ ちなみ
に ｢夜高｣ の名は, ｢夜の高い出し物｣ から来て






｢慶安 3年 (1650) に加賀藩から町立ての許可
を得て, 町作りが始まったばかりの福野では,












まず 4月 30日に, JR城端線福野駅前で前夜祭
が開催される｡ 前夜祭の主役は, 2000年に作ら
れた高さ 12メートルの大行燈, 通称 ｢文久の大
行燈｣ である｡ これは文久 2年 (1862) に高さ 4




5月 1・2日は, 夕方から夜にかけて, 各町の
行燈の練り回しが行われる｡ 7町から20を超える
行燈が町内を回る (行燈の数には年により多少の
差がある｡ 2011年の場合, 大 7, 中 4, 小 12, 合
計 23)｡ そして 2日夜には, 大行燈のうち 6本が

















































りが終了した直後の 5月 6日に, 4町 (上町, 新
町, 横町, 浦町) が参加する方向で折衝を開始し




























































ンバーは, 上町 16名(19), 横町 15名, 新町 14名,

















































































野に伝えられた｡ 同行した 『北日本新聞』 の記者
による記事が連日の紙面を賑わしたほか, web
版の誌面にも写真と短報が掲載された｡ なお,












































































































まず観客動員は 2日間で 8万 3千人で, 過去最
高ではないかと言われた｡ 2011年は東日本大震
災の影響もあり 6万 3千人であったが, 2010年





















































































































帯, 355人｡ リヨン市には約 2,000人の日本人が
住んでいると仮定すれば, 決して多数が参加して
いる会とは言えない(24)｡ 更に, 財源不足, 人材
不足の問題も抱えている｡ そのような問題を抱え




( 1 ) たとえば青森ねぶた祭の海外遠征とその波及効
果について, [阿南 2008] でまとめている｡
( 2 ) 本稿は 1～2章及び 5章 4節を広部, 3～4章及
び 5章 1～3節を阿南が執筆している｡
( 3 ) 光の祭典公式サイト http://www.fetedeslu
mieres.lyon.fr/HIstoire-d-une-fete_1
( 4 ) [Charbonneau, 2005]
( 5 ) [Lyon 2020, 2006]
( 6 ) リヨン経済開発公社 (ADERLY) サイト 2011
年 12月 15日付ニュース記事 『｢光の祭典｣：その
影響とは？』 より｡
( 7 ) 2011年 11月下旬, リヨン日本人会事務所にお
いて, 夜高行燈の受け入れを行った Congo Blue
社の Stephane Guillet氏談｡
( 8 ) 特に注記の無い場合は, 光産業クラスターのサ
イトを参照｡



















































阿南透 2008 ｢祭りの海外遠征 ロサンゼルスの青
森ねぶた｣ 江戸川大学紀要 『情報と社会』 18, pp.
2139｡
福野夜高保存会 2003 『万燈』 福野夜高保存会｡
福野夜高祭連絡協議会 2012 『福野夜高行燈リヨン市
遠征事業報告書』
Jean-Pierre Charbonneau, in revue Topos,
2005 (ウェブサイト記事 http://www.jpcharbon
neau-urbaniste.com/artlyon1.html)




業｣, 2010年 7月 (仏語)｡
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